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六夜 目記・徒然草 ・鎌倉 工集 ・沙石集 ・関東五 山記 ・空華
記 ・倭名類壱 聚抄 ・山家 集 ・神明鏡
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子・徒然草 ・チ寿謡 ・源 平盛
寰記 ・臥雲 日件録
天正本 ・異本を各1点 ずつ含 む。平家 そのほか鎌 倉記(松 村〉・鎌倉物語
物語 には長 門本2点 、異本1点 を含む (中川喜雲)・鎌倉順礼記(沢 庵)を
参考図書とした旨記載あり(各1
回)。新編鎌倉志の引用はす べて
19世 紀 のもの 。
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寺社参詣における書物の機能(原)
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大惣塞(萌 治32年) 河村家蔵書(18◎0年 離後)
書名 購 入,.額 書名 購入金額
萩編鎌倉志(9冊) 2円












平 家 物 語 く長 門本)(2◎ 冊)
瞬(12{冊)
7fi35Q銭










北条五代記(1◎ 冊 1F950銭 li
難 太 単 記(2冊)・ 20銭 難太平記(2本) 1匁5分
太平記評判(45冊 〉 14円
注)鬣 康都大挙蔵大惣本Q録 毒(京 都火学附属 鬻書館、1988>、 「河村秀根蔵書 羅録」(雨 揚 鍵近 世の議鞍耋勝収)よ 舅㌻
成.前 者の金額は鰐蕕32年 京都帯大へ莞却時の値段.
こ
こ
ま
で
近
世
の
寺
社
参
詣
史
に
お
い
て
、
一
つ
の
書
物
が
ど
の
よ
ジつ
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
か
考
察
し
て
き
た
。
ま
た
必
然
的
に
近
世
の
人
々
の
知
識
受
容
の
実
態
解
明
を
問
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
近
世
前
期
よ
り
鎌
倉
参
詣
の
主
力
と
な
っ
て
い
た
江
戸
在
住
の
知
識
人
層
は
、
名
所
図
会
・
名
所
案
内
記
類
な
ど
に
必
ず
し
も
惑
わ
さ
れ
ず
、
目
的
意
識
の
は
っ
き
り
と
し
た
行
動
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
雑
史
・
軍
記
物
の
精
読
あ
る
い
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
複
合
的
知
識
形
成
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
鎌
倉
・
金
沢
の
よ
う
に
、
参
詣
者
に
高
い
教
養
を
強
い
る
名
所
の
場
合
、
そ
れ
以
前
に
形
作
ら
れ
た
教
養
に
よ
っ
て
自
発
的
に
参
詣
行
動
が
惹
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
場
合
、
大
衆
的
情
報
文
化
は
あ
く
ま
で
も
実
用
的
な
目
的
に
の
み
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
副
次
的
・
補
足
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
お
わ
り
に
三
章
を
小
括
す
る
な
ら
ば
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
主
に
知
識
人
層
が
鎌
倉
訪
問
を
志
し
た
時
点
で
、
彼
ら
が
以
前
に
雑
史
・
軍
記
物
な
ど
を
読
破
し
て
得
た
中
世
の
知
識
を
も
う
一
度
確
認
し
補
完
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
旅
を
啓
発
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
ま
た
寺
社
参
詣
に
お
い
て
実
用
的
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
〈知
〉
形
成
の
機
能
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
104
寺社参詣 における書物の機能(原)
た
だ
し
、
本
稿
で
は
書
物
の
別
の
側
面
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
素
材
と
し
た
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
彰
考
館
で
作
成
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
。
水
戸
徳
川
家
で
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
と
い
う
権
威
を
も
っ
て
、
『新
編
鎌
倉
志
』
は
、
後
の
地
誌
の
記
述
の
定
番
化
、
名
所
の
固
定
化
を
も
た
ら
し
た
。
伝
承
調
査
、
文
献
考
証
、
引
用
文
献
の
明
記
と
い
う
『
新
編
鎌
倉
志
』
の
特
徴
は
、
地
元
民
、
在
地
出
版
、
参
詣
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
方
向
性
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
江
戸
の
知
識
人
に
対
し
て
は
、
中
世
の
基
本
的
文
献
の
一
つ
と
し
て
有
効
性
を
持
ち
、
そ
れ
が
彼
ら
の
紀
行
文
の
記
述
内
容
ま
で
も
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
近
世
文
化
史
に
お
い
て
、
情
報
文
化
の
発
達
は
特
徴
的
な
歴
史
的
現
象
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
論
証
に
お
い
て
、
旅
文
化
に
お
い
て
生
成
さ
れ
た
情
報
文
化
の
矛
盾
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
書
物
が
世
に
出
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
旅
行
動
の
規
制
、
名
所
創
造
の
規
制
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
知
識
人
層
へ
の
権
威
を
保
持
し
た
と
い
う
点
で
特
異
な
も
の
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
名
所
案
内
記
が
流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寺
社
参
詣
に
、
「文
化
の
形
成
」
と
は
逆
の
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
決
し
て
稀
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
現
在
鎌
倉
の
著
名
な
観
光
地
は
「簡
略
型
」
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
.近
世
の
大
衆
的
「簡
略
型
」
が
現
在
名
所
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
寺
社
参
詣
の
発
達
に
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
相
反
す
る
変
遷
過
程
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
注1
竹
田
聴
洲
『
祖
先
崇
拝
民
俗
と
歴
史
』
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
七
年
。
同
「
近
世
社
会
と
仏
教
」
(『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
九
、
一
九
七
五
年
)
。
同
『
日
本
人
の
「家
」
と
宗
教
』
、
評
論
社
、
一
九
七
六
年
。
2
大
桑
斉
『
寺
檀
の
思
想
』
、
教
育
社
、
一
九
七
九
年
。
同
『
日
本
近
世
の
思
想
と
仏
教
』
、
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
。
3
朴
澤
直
秀
『
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。
4
高
埜
利
彦
「幕
藩
制
国
家
と
本
末
体
制
」
(『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
、
一
九
七
九
年
)
(後
に
同
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
人
九
年
)
。
5
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
。
6
水
江
蓮
子
「
初
期
江
戸
の
案
内
記
」
(西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
)
。
田
中
智
彦
「近
世
末
、
大
坂
近
在
の
参
詣
遊
山
地
」
(『
山
田
安
彦
教
授
退
官
記
念
論
文
集
転
換
期
に
立
つ
地
域
の
科
学
』
、
古
今
書
院
、
一
九
九
三
年
)
(
後
に
同
『
聖
地
を
巡
る
人
と
道
』
、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
)
。
鈴
木
章
生
『
江
戸
の
名
所
と
都
市
文
化
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
。
上
杉
和
央
「
十
七
世
紀
の
名
所
案
内
記
に
み
え
る
大
坂
の
名
所
観
」
(『
地
理
学
評
論
』
七
七
-
九
、
二
〇
〇
四
年
)
な
ど
。
7
山
近
博
義
「近
世
奈
良
の
都
市
図
と
案
内
記
類
1
そ
の
概
要
お
よ
び
観
光
と
の
関
わ
り
」
(『
奈
良
女
子
大
学
地
理
学
研
究
報
告
』
五
、
一
九
九
五
)
。
上
杉
和
央
「
近
105
世
に
お
け
る
浪
花
古
図
の
作
製
と
受
容
」
(『
史
林
』
八
五
-
二
、
二
〇
〇
二
年
)
。
青
柳
周
一
「近
世
後
期
の
絵
図
・
地
誌
作
成
と
「旅
行
文
化
」
1
近
江
の
旅
行
史
関
係
史
料
か
ら
ー
」
(『
民
衆
史
研
究
』
六
七
、
二
〇
〇
四
年
)
。
8
川
名
登
「
『
利
根
川
図
志
』
の
販
売
と
購
読
者
層
」
(『
千
葉
経
済
短
期
大
学
商
経
論
集
』
一
八
、
一
九
八
五
年
)
(後
に
同
『
河
川
水
運
の
文
化
史
-
江
戸
文
化
と
利
根
川
文
化
圏
』
、
雄
山
閣
、
↓
九
九
三
年
)
。
9
歴
史
学
で
は
、
小
林
准
士
「
近
世
に
お
け
る
知
の
配
分
構
造
-
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
書
誌
と
儒
者
1
」
(『
日
本
史
研
究
』
四
三
九
、
一
九
九
九
年
)
。
若
尾
政
希
『
「太
平
記
読
み
」
の
時
代
ー
近
世
政
治
思
想
史
の
構
想
』
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
。
同
「
近
世
人
の
思
想
形
成
と
書
物
-
近
世
の
政
治
常
識
と
諸
主
体
の
形
成
」
(『
一
橋
大
学
研
究
年
報
社
会
学
研
究
』
四
二
、
二
〇
〇
四
年
)
。
国
文
学
で
は
、
長
友
千
代
治
①
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
。
同
②
『
近
世
の
読
書
』
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
。
同
③
『
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。
地
理
学
で
は
、
上
杉
和
央
「青
年
期
本
居
宣
長
に
お
け
る
地
理
的
知
識
の
形
成
過
程
」
(『
人
文
地
理
』
五
五
-
六
、
二
〇
〇
三
年
)
。
10
「新
編
鎌
倉
志
」
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
1
拙
稿
「大
山
参
詣
に
見
る
近
世
の
旅
-
旅
日
記
の
分
析
を
通
じ
て
ー
」
(『
郷
土
神
奈
川
』
四
二
、
二
〇
〇
二
年
)
、
六
～
七
頁
。
伊
勢
参
宮
に
お
い
て
、
日
常
参
詣
が
可
能
な
場
合
、
省
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
拙
稿
の
分
析
で
は
、
鎌
倉
の
場
合
、
関
東
か
ら
は
二
〇
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
北
か
ら
は
実
に
八
五
%
の
割
合
で
訪
れ
て
い
る
。
12
注
10
に
同
じ
。
13
「鎌
倉
攬
勝
考
」
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
第
六
巻
〈大
日
本
地
誌
大
系
第
二
十
四
巻
〉
、
雄
山
閣
、
一
九
八
○
年
、
三
五
九
頁
。
14
「
鎌
倉
日
記
」
鎌
倉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鎌
倉
市
史
』
近
世
近
代
紀
行
地
誌
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
三
四
頁
。
15
注
10
に
同
じ
。
16
「鎌
倉
物
語
」
横
山
重
監
修
『
近
世
文
学
資
料
類
従
古
板
地
誌
編
十
二
鎌
倉
物
語
・
澤
庵
順
禮
鎌
倉
記
』
、
勉
誠
社
、
一
九
七
五
年
。
17
柳
枝
軒
に
つ
い
て
は
、
倉
員
正
江
「水
戸
藩
儒
酒
泉
竹
軒
と
韻
書
『
洪
武
聚
分
韻
』
の
編
纂
-
書
肆
茨
木
多
左
衛
門
と
の
関
係
に
及
ぶ
ー
」
(『
近
世
文
藝
』
六
六
、
一
九
九
七
年
)
、
小
林
准
士
(
注
(
9
)
論
文
)
、
本
間
純
一
「書
肆
と
説
話
-
柳
枝
軒
・
茨
木
多
左
衛
門
の
出
版
活
動
か
ら
ー
」
(
『
説
話
・
伝
承
学
』
八
、
二
〇
〇
〇
年
)
な
ど
、
近
年
研
究
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
故
水
戸
家
の
出
版
物
を
茨
木
屋
が
一
手
に
扱
え
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
全
く
も
つ
て
不
明
で
あ
る
。
し
の
ぶ
18
加
藤
紫
識
「
「鎌
倉
名
所
記
」
ー
版
行
と
そ
の
周
辺
1
」
(『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
八
、
二
〇
〇
二
年
)
、
二
九
九
-
三
二
四
頁
。
19
注
4
、
七
二
頁
。
20
注
10
に
同
じ
。
21
右
に
同
じ
。
2
関
靖
『
か
ね
さ
わ
物
語
』
、
横
浜
土
地
新
報
社
、
一
九
三
八
年
。
山
中
裕
「能
見
堂
の
歴
史
-
金
沢
能
見
堂
八
景
縁
起
考
ー
」
(『
一二
浦
古
文
化
』
四
、
一
九
六
八
年
)
。
106
前
田
元
重
「武
州
金
沢
能
見
堂
と
そ
の
出
版
物
に
つ
い
て
」
上
下
(『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
二
七
・
二
二
八
、
一
九
七
五
年
)
。
同
「金
沢
八
景
絵
図
考
-
横
長
版
三
種
に
つ
い
て
ー
」
(
『
三
浦
古
文
化
』
三
三
、
↓
九
八
三
年
)
。
同
「武
州
金
沢
金
龍
禅
寺
の
刊
行
物
」
(『
三
浦
古
文
化
』
三
七
、
一
九
八
五
年
)
。
23
注
13
、
三
六
四
頁
。
24
深
谷
克
己
『
綱
ひ
き
す
る
歴
史
学
-
近
世
史
研
究
の
身
構
え
ー
』
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
、
一
九
八
頁
。
岸
本
覚
「
長
州
藩
祖
廟
の
形
成
」
(『
日
本
史
研
究
』
四
三
人
、
一
九
九
九
年
)。
25
注
9
長
友
千
代
治
②
著
書
。
26
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
『
紀
州
藩
石
橋
家
家
乗
』
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
一
五
i
二
二
五
頁
。
鎌
倉
参
詣
の
部
分
は
「鎌
倉
紀
行
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
寺社参詣における書物の機能(原)
107
図
2
史
料
108
寺社参詣における書物の機能(原)
109
